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＜ 和 文 要 旨 ＞  1  

【 目 的 】  経 大 腿 動 脈 ア プ ロ ー チ が 不 可 能 な 患 者 に お い て 、 l e f t  d i s t a l  2  

r a d i a l  a p p r o a c h に よ り 左 椎 骨 動 脈 瘤 の ス テ ン ト 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を 施 行 し3  

た 1 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  4  

【 症 例 】  未 破 裂 左 椎 骨 動 脈 瘤 を 有 す る 4 7 歳 男 性 。 大 動 脈 解 離 術 後 の た5  

め 経 大 腿 ア プ ロ ー チ は 不 可 能 で あ り 、 左 遠 位 橈 骨 動 脈 か ら ア プ ロ ー チ し た 。6  

左 手 a n a t o m i c a l  s n u f f b o x 内 で 遠 位 橈 骨 動 脈 を 穿 刺 し 、 4 F ガ イ デ ィ ン グ シ7  

ー ス を 左 椎 骨 動 脈 へ 誘 導 後 、 ス テ ン ト 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を 施 行 し た 。 術 中 の8  

カ テ ー テ ル 操 作 性 は 良 好 で 、 術 者 、 患 者 と も ス ト レ ス な く 施 行 可 能 で あ っ た 。  9  

【 結 論 】  左 椎 骨 動 脈 病 変 の 場 合 、 l e f t  d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h は 、 有 用 な1 0  

ア プ ロ ー チ と な り う る 。  1 1  

 1 2  

＜ 緒 言 ＞  1 3  

脳 動 脈 瘤 コ イ ル 塞 栓 術 は 経 大 腿 動 脈 経 由 で 行 わ れ る こ と が 多 い が 、 大 動1 4  

脈 解 離 な ど の ア ク セ ス ル ー ト 病 変 の 存 在 や 解 剖 学 的 要 因 に よ っ て は 、 上 肢 経1 5  

由 で 行 わ れ る こ と も 稀 で は な い 。 右 手 か ら の ア プ ロ ー チ の 場 合 、 術 者 は 患 者 右1 6  

側 に 立 ち 、 通 常 の 体 勢 で 施 行 可 能 で あ る が 、 左 手 か ら の ア プ ロ ー チ の 場 合 、1 7  

術 者 は 患 者 の 左 側 に 立 っ た り 、 患 者 の 体 を ま た い だ り す る 姿 勢 が 必 要 と な る こ1 8  

と が あ り 、 手 技 中 の 操 作 性 に も 影 響 を 及 ぼ し う る 。 最 近 、 冠 動 脈 カ テ ー テ ル 領1 9  

域 に お い て 、 通 常 の 橈 骨 動 脈 穿 刺 部 よ り さ ら に 遠 位 で あ る a n a t o m i c a l  2 0  

s n u f f b o x か ら の ア プ ロ ー チ 、 い わ ゆ る d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h ま た は s n u f f b o x  2 1  

a p p r o a c h が 報 告 さ れ て お り 1 ) 、 特 に 左 手 ア プ ロ ー チ の 場 合 、 術 者 は 通 常 通 り2 2  

の 姿 勢 で 施 行 可 能 で 、 操 作 性 や 快 適 性 も 高 い と い わ れ て い る 。  2 3  

今 回 、 我 々 は 、 経 大 腿 動 脈 経 由 ア プ ロ ー チ が 不 可 能 な 左 椎 骨 動 脈 瘤 患2 4  



者 に 対 し て 、 左 遠 位 橈 骨 動 脈 ア プ ロ ー チ に よ る ス テ ン ト 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を1  

施 行 し た の で 報 告 す る 。  2  

 3  

＜ 症 例 呈 示 ＞  4  

4 7 歳 男 性  5  

既 往 歴 ：  4 1 歳 時 に 胸 腹 部 大 動 脈 解 離 に 対 し て 大 動 脈 置 換 術  6  

家 族 歴 ：  母 、 妹 が く も 膜 下 出 血  7  

現 病 歴 ：  頭 痛 精 査 の M R I に て 頭 蓋 内 左 椎 骨 動 脈 に 8 m m 大 の 未 破 裂 脳8  

動 脈 瘤 を 認 め た 。 く も 膜 下 出 血 の 家 族 歴 が 濃 厚 で あ る こ と か ら 、 本 人 は 血 管9  

内 治 療 を 希 望 し た が 、 胸 腹 部 大 動 脈 に は 慢 性 解 離 所 見 が 見 ら れ 、 ま た 蛇 行1 0  

も 著 し い た め 、 経 大 腿 動 脈 ア プ ロ ー チ は 困 難 と 考 え ら れ た （ F i g u r e  1 ） 。 頚 部1 1  

血 管 M R A に て 左 椎 骨 動 脈 は 左 鎖 骨 下 動 脈 か ら ス ム ー ズ に 分 岐 し て お り 、 左1 2  

上 肢 か ら の ア プ ロ ー チ が 妥 当 と 考 え ら れ 、 l e f t  d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h で 行 う1 3  

こ と と し た 。 ス テ ン ト 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を 計 画 し 、 治 療 1 0 日 前 か ら a s p i r i n  1 4  

1 0 0 m g と c l o p i d o g r e l  7 5 m g を 投 与 し た 。  1 5  

血 管 内 治 療 ：  局 所 麻 酔 下 に 施 行 し た 。 左 手 を 腹 部 の 上 に 自 然 な 形 で 置 き 、1 6  

母 指 を 中 に し て 左 手 を 握 り 、 左 手 首 を 軽 く 尺 屈 さ せ た 。 a n a t o m i c a l  s n u f f b o x1 7  

内 で 橈 骨 動 脈 を 最 も 強 く 触 知 す る 部 位 を 2 0 ゲ ー ジ 針 で 穿 刺 し 、 0 . 0 2 5 イ ン1 8  

チ ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 透 視 下 に 慎 重 に 橈 骨 動 脈 内 に 進 め 、 ま ず 4 F シ ョ ー ト シ ー1 9  

ス を 橈 骨 動 脈 に 挿 入 し た 。 橈 骨 動 脈 撮 影 後 （ F i g u r e  2 ） 、 0 . 0 3 5 イ ン チ ワ イ ヤ2 0  

ー を 上 腕 動 脈 ま で 進 め 、 ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス で あ る 4 F / 1 0 0 c m  A S A H I  2 1  

F U B U K I  D i l a t o r  K i t （ 朝 日 イ ン テ ッ ク 、 愛 知 ） に 交 換 し 、 4 F カ テ ー テ ル を2 2  

c o a x i a l と し て 用 い て ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス を 左 椎 骨 動 脈 に 誘 導 し た （ F i g u r e  3 A 2 3  

a n d  3 B ） 。 そ の 後 、 j a i l i n g 法 に て ス テ ン ト 併 用 脳 動 脈 瘤 コ イ ル 塞 栓 術 を 施 行2 4  



し た 。 H e a d w a y - 1 7 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル （ M i c r o Ve n t i o n - Te r u m o ,  T u s t i n ,  C A ,  1  

U S A ） を 用 い て LV I S - J r  3 . 5 m m × 1 8 m m （ M i c r o Ve n t i o n - Te r u m o ,  T u s t i n ,  2  

C A ,  U S A ） を 瘤 ネ ッ ク 部 分 に 展 開 留 置 し た 後 、 j a i l i n g し て い た E x c e l s i o r  S L -3  

1 0 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル （ S t r y k e r  N e u r o v a s c u l a r ,  F r e m o n t ,  C A ,  U S A ） か ら コ イ4  

ル を 1 2 本 7 1 c m 挿 入 し 、 良 好 な 塞 栓 が 得 ら れ た （ F i g u r e  4 A a n d  4 B ） 。 術 中5  

の カ テ ー テ ル 操 作 性 は 良 好 で 、 患 者 と 術 者 は 無 理 な 姿 勢 を 強 い ら れ る こ と も6  

な か っ た 。 手 技 終 了 直 後 の a c t i v a t i n g  c l o t t i n g  t i m e は 3 6 0 秒 で あ っ た が 、7  

リ バ ー ス す る こ と な く シ ー ス を 抜 去 し 、 1 0 分 間 用 手 圧 迫 し 、 さ ら に 3 時 間 枕 子8  

で 圧 迫 し た 。 圧 迫 解 除 後 の 止 血 は 良 好 で あ っ た 。 患 者 は 術 後 3 時 間 よ り ト イ9  

レ 歩 行 可 能 と な り 、 術 後 4 日 で 独 歩 退 院 し た 。 退 院 時 、 遠 位 橈 骨 動 脈 穿 刺1 0  

部 の 拍 動 は 触 知 良 好 で あ っ た 。  1 1  

 1 2  

＜ 考 察 ＞  1 3  

脳 血 管 内 治 療 に お い て 、 大 腿 動 脈 か ら の ア ク セ ス が 困 難 ま た は 不 可 能 な1 4  

患 者 は 稀 な ら ず 存 在 し 、 そ の 場 合 は 上 肢 か ら の ア プ ロ ー チ が 選 択 さ れ る 。 術1 5  

者 の 利 き 手 や 血 管 撮 影 装 置 の モ ニ タ ー の 配 置 位 置 な ど か ら 、 通 常 は 右 上 肢1 6  

か ら の ア プ ロ ー チ が 選 択 さ れ 、 内 頚 動 脈 系 や 右 椎 骨 動 脈 系 の 病 変 の 場 合 は 、1 7  

右 手 ア プ ロ ー チ で 問 題 な く 施 行 で き る こ と も 多 い 。 し か し 、 左 側 の 椎 骨 動 脈 系1 8  

病 変 の 場 合 、 右 手 ア プ ロ ー チ で は ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル を 左 椎 骨 動 脈 に 誘1 9  

導 す る こ と が 困 難 な こ と や 、 誘 導 で き て も カ テ ー テ ル の 安 定 性 を 欠 く こ と が あ り 、2 0  

治 療 遂 行 の 妨 げ と も な り う る 。 従 っ て 左 椎 骨 動 脈 病 変 の 場 合 は 左 手 か ら の ア2 1  

プ ロ ー チ が 望 ま し い が 、 そ の 際 術 者 は 患 者 左 側 に 立 っ て 穿 刺 を 行 っ た り 、 右2 2  

側 に 立 つ 場 合 は 患 者 の 体 を ま た ぐ よ う な 姿 勢 を 強 い ら れ た り す る こ と が あ り 、 普2 3  

段 と は 異 な る 体 勢 で の や り に く さ や 操 作 性 の 低 下 を 感 じ る こ と も あ る 。  2 4  



 左 手 ア プ ロ ー チ の 際 の こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め 、 K i e m e n e i j は 、 冠 動 脈1  

カ テ ー テ ル 手 技 で 、 l e f t  d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h ま た は s n u f f b o x  a p p r o a c h を2  

報 告 し て い る 1 ) 。 こ れ は 下 腹 部 の 上 に 自 然 に 左 手 を 置 い た 状 態 で 、3  

a n a t o m i c a l  s n u f f b o x 内 を 走 行 す る 遠 位 橈 骨 動 脈 を 穿 刺 し ア プ ロ ー チ す る4  

方 法 で あ る 。 A n a t o m i c a l  s n u f f b o x は 、 母 指 を 伸 展 し た と き に で き る 手 関 節 橈5  

骨 側 の 陥 凹 で あ り 2 ) 、 後 方 を 長 母 指 伸 筋 の 腱 で 、 前 方 を 短 母 指 伸 筋 お よ び6  

長 母 指 外 転 筋 の 腱 で 囲 ま れ て お り 、 そ の 中 を 橈 骨 動 脈 の d e e p  p a l m a r  7  

b r a n c h が 走 行 し て い る （ F i g u r e  5 ） 。 母 指 を 中 に し て 手 を 握 り 手 関 節 を 尺 屈 さ8  

せ る こ と で 、 s n u f f b o x 内 を 走 行 す る 橈 骨 動 脈 の 皮 膚 か ら の 距 離 が 浅 く な り 触9  

知 は 良 好 と な る 。 K i e m e n e i j の 報 告 1 ) で は 、 s n u f f b o x 内 で 橈 骨 動 脈 が 触 知1 0  

良 好 な 場 合 の d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h に よ る 冠 動 脈 カ テ ー テ ル 手 技 の 技 術1 1  

的 成 功 率 は 7 0 例 中 6 2 例 （ 8 9 ％ ） で あ り 、 そ の う ち 5 8 ％ で 6 F シ ー ス が 、 3 1 ％1 2  

で 5 F シ ー ス が 、 1 1 ％ で 4 F シ ー ス が 問 題 な く 挿 入 可 能 で あ っ た 。 不 成 功 8 例1 3  

の う ち 、 4 例 は 穿 刺 に 失 敗 、 4 例 は 穿 刺 に は 成 功 し た も の の 前 腕 部 橈 骨 動 脈1 4  

ま で ワ イ ヤ ー を 誘 導 す る こ と が 不 可 能 で あ っ た 。 術 後 、 追 加 処 置 を 要 す る よ う1 5  

な 穿 刺 部 出 血 性 合 併 症 は な く 、 手 の 斑 状 出 血 が 1 例 （ 1 . 4 ％ ） 、 ワ イ ヤ ー 穿1 6  

孔 に よ る と 推 測 さ れ る 前 腕 血 腫 が 1 例 （ 1 . 4 ％ ） に 見 ら れ た 。 ま た 、 1 例 で 穿 刺1 7  

部 位 で の 橈 骨 動 脈 閉 塞 が 見 ら れ た が 、 全 例 で 前 腕 部 の 橈 骨 動 脈 の 開 存 が1 8  

確 認 さ れ た 。 手 の し び れ や 機 能 障 害 を 訴 え た 例 は な か っ た 。  1 9  

L e f t  d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h の 利 点 は 、 術 者 は 通 常 の 大 腿 や 右 上 腕 ・ 橈2 0  

骨 ア プ ロ ー チ と 同 じ 姿 勢 と 立 ち 位 置 で 手 技 を 施 行 可 能 な こ と で あ る 。 ま た 、 患2 1  

者 は 左 手 を 自 然 な 形 で 下 腹 部 の 上 に 置 き 、 穿 刺 の た め の 無 理 な 伸 展 や 固2 2  

定 を 必 要 と し な い 。 穿 刺 部 位 は 体 表 に 近 い た め 止 血 も 容 易 で 圧 迫 も 短 時 間2 3  

で 済 み 、 術 後 の 患 者 の 快 適 性 に も 優 れ て い る 。 ま た 従 来 の 橈 骨 動 脈 穿 刺 と2 4  



比 べ て 、 橈 骨 動 脈 閉 塞 の 危 険 が 少 な い と い う 考 察 も あ る 1 ) 。  1  

 欠 点 と し て 、 通 常 の 橈 骨 動 脈 の 穿 刺 部 位 よ り も さ ら に 遠 位 に な る た め 、 血 管2  

径 が よ り 細 く な る こ と に よ る 穿 刺 困 難 が あ げ ら れ る 。 冠 動 脈 領 域 の 諸 家 の 報 告3  

1 , 3 , 4 ) で は 、 本 法 の 適 応 を a n a t o m i c a l  s n u f f b o x 内 で 橈 骨 動 脈 の 拍 動 を 良4  

好 に 触 知 で き る 症 例 に 限 定 し て お り 、 拍 動 が 弱 い 場 合 や 触 知 で き な い 症 例5  

は 除 外 し て い る 。 触 知 良 好 な 症 例 を 選 択 す れ ば 、 8 8 ％ ～ 1 0 0 ％ の 技 術 的 成6  

功 率 が 得 ら れ て い る 。 超 音 波 ガ イ ド 下 に 遠 位 橈 骨 動 脈 を 穿 刺 す る 方 法 も 報7  

告 さ れ て い る が 5 ) 、 s n u f f b o x 内 で 橈 骨 動 脈 の 触 知 が 不 良 の 場 合 は 、 本 法 は8  

適 し て い な い と 考 え ら れ る 。 ま た 、 穿 刺 に は 成 功 し て も 、 s n u f f b o x 内 で 攣 縮 を9  

伴 う 橈 骨 動 脈 の 蛇 行 の た め に ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 誘 導 が 困 難 な 場 合 も あ る 3 ) 。 よ1 0  

り 細 径 の ガ イ ド ワ イ ヤ ー （ 0 . 0 1 8 イ ン チ ） を 用 い る こ と で 前 腕 部 へ の 誘 導 が 可 能1 1  

に な る と 考 察 さ れ て い る が 、 慎 重 な ワ イ ヤ ー 操 作 が 望 ま し い こ と は 論 を 俟 た な い 。   1 2  

 D i s t a l  r a d i a l  “ s n u f f b o x ”  a p p r o a c h に よ る カ テ ー テ ル 手 技 は 、 近 年 、 主 に1 3  

冠 動 脈 領 域 1 , 3 , 4 ) や 腹 部 病 変 5 , 6 ) で 報 告 さ れ て い る が 、 本 法 に よ る 脳 血 管 内1 4  

治 療 は 、 本 例 が 初 め て の 報 告 で あ る 。 本 例 は 、 未 破 裂 左 解 離 性 椎 骨 動 脈1 5  

瘤 で 非 常 に w i d e  n e c k の た め 、 コ イ ル 塞 栓 術 を 行 う に は 脳 動 脈 瘤 用 ス テ ン ト1 6  

の 併 用 が 必 須 で あ っ た 。 ア プ ロ ー チ に 際 し て 、 胸 腹 部 大 動 脈 に は 解 離 が 残 存1 7  

し 蛇 行 も 著 し い た め 、 大 腿 動 脈 か ら の ア プ ロ ー チ は 危 険 で あ り 、 左 手 か ら の ア1 8  

プ ロ ー チ が 妥 当 と 判 断 し た が 、 今 回 は l e f t  d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h を 選 択 し1 9  

た 。 J a i l i n g 法 で ス テ ン ト 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を 行 う 場 合 、 最 低 限 6 F サ イ ズ の ガ2 0  

イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル が 必 要 で あ る が 、 今 回 d i s t a l  r a d i a l  a p p r o a c h で 行 う た2 1  

め 、 穿 刺 サ イ ズ を よ り 小 さ く す る た め に 4 F の ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス （ A S A H I  2 2  

F U B U K I  D i l a t o r  K i t ） を 使 用 し た 。 術 中 、 患 者 は 左 手 を 自 然 な 形 で 腹 部 に2 3  

置 き 、 術 者 は 通 常 通 り 患 者 右 側 に 立 っ て 穿 刺 と 手 技 を 行 っ た 。 A n a t o m i c a l  2 4  



s n u f f b o x 内 で 橈 骨 動 脈 の 拍 動 を 最 も 強 く 触 知 す る 部 位 を 穿 刺 し 、 透 視 下1  

に 慎 重 に ワ イ ヤ ー を 誘 導 し た 。 ま ず 4 F シ ョ ー ト シ ー ス を 留 置 し 、 橈 骨 動 脈 撮 影2  

を 行 っ て ス パ ズ ム や 高 度 屈 曲 が な い こ と を 確 認 し た 後 、 0 . 0 3 5 イ ン チ ワ イ ヤ ー を3  

用 い て 4 F ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス に 交 換 し た 。 ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス が 左 椎 骨 動 脈 に4  

挿 入 さ れ て か ら は 、 通 常 の ス テ ン ト 併 用 脳 動 脈 瘤 コ イ ル 塞 栓 術 と 何 ら 変 わ り な5  

く 手 技 を 遂 行 可 能 で あ っ た 。 手 技 中 の カ テ ー テ ル 操 作 性 は 良 好 で あ り 、 術 者6  

の 姿 勢 も 普 段 通 り で ス ト レ ス を 感 じ る こ と は な か っ た 。 約 2 時 間 の 手 術 時 間 で7  

あ っ た が 、 患 者 か ら 穿 刺 部 位 付 近 の 痛 み や 違 和 感 の 訴 え は な く 、 手 技 中 の8  

姿 勢 に つ い て の 不 快 感 も 聞 か れ な か っ た 。 止 血 に 際 し て は 、 患 者 は 抗 血 小9  

板 剤 2 剤 服 用 中 で か つ 術 中 ヘ パ リ ン 投 与 に よ り A C T が 延 長 し て い た が 、 ヘ1 0  

パ リ ン を リ バ ー ス す る こ と な く シ ー ス を 抜 去 し 、 1 0 分 の 軽 い 用 手 圧 迫 と 3 時 間1 1  

の 枕 子 圧 迫 で 良 好 な 止 血 が 得 ら れ た 。 術 後 早 期 に 離 床 が 可 能 と な り 、 退 院1 2  

時 の 診 察 で も 穿 刺 部 位 の 橈 骨 動 脈 拍 動 は 触 知 良 好 で あ っ た 。  1 3  

左 椎 骨 動 脈 病 変 に 対 し て 左 手 ア プ ロ ー チ を 要 す る 症 例 で 、 a n a t o m i c a l  1 4  

s n u f f b o x で 遠 位 橈 骨 動 脈 の 拍 動 が 触 知 良 好 な 場 合 に は 、 l e f t  d i s t a l  1 5  

r a d i a l  a p p r o a c h は 患 者 に と っ て も 、 術 者 に と っ て も 、 有 用 な 手 段 と な り う る と 考1 6  

え ら れ た 。  1 7  

 1 8  

＜ 結 語 ＞  1 9  

大 腿 ア プ ロ ー チ が 不 可 能 な 左 椎 骨 動 脈 瘤 の 患 者 に 対 し て 、 l e f t  d i s t a l  2 0  

r a d i a l  a p p r o a c h に よ る ス テ ン ト 併 用 コ イ ル 塞 栓 術 を 施 行 し た 。 術 中 操 作 は 通2 1  

常 ア プ ロ ー チ と 変 わ り な く 施 行 可 能 で あ り 、 左 手 ア プ ロ ー チ が 必 要 な 場 合 に は2 2  

有 用 な 方 法 と な り う る 。  2 3  

 2 4  



＜ 利 益 相 反 の 開 示 ＞  1  

本 論 文 に 関 し て 、 開 示 す べ き 利 益 相 反 状 態 は 存 在 し な い 。  2  
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